
部門及び出品規定

　□版画・デザイン画を含みます
（ポスターは除きます）

　□画題　　自由
　□画材　　クレヨン、クレパス、水彩
　□大きさ　八つ切りまたは四つ切り

　□半紙に楷書で書くこと（中３のみ行書でもよい）
　□課題　小１…「たけ」　　小２…「文化」　　小３…「平和」

　　　 小４…「青空」　 小５…「春光」　　小６…「銀河」
　　   中１…「流星」　 中２…「理想」　　中３…「伝統」

　□注意事項　①自作で未発表のものに限る（校内展可）

②各部門、ひとり１点のみ
③作品には、学校（団体）名・学年・氏名を正確に記入
④必ず申込書を添えて提出（学校・団体はまとめて）

　□出品資格　大村市在住の小・中学生
　□受付期間　１月８日（水）～１月１６日（木）

平日の８：３０～１７：３０
　□入賞作品　市コミセン大会議室で展示します。
　□展示期間　２月１日（土）～２月１１日（火・祝）
　□提出・問合せ

中央公民館（市コミセン内）　☎５４－３１６１

インフルエンザに注意！
毎年、猛威を振るうインフルエンザウイルス。

　1月から2月にかけてが流行のピークとなります。
　抵抗力の弱いお年寄りや乳幼児は重症化が心配です。

　・感染予防の基本は「手洗い」。石鹸を使って、手に付着
　　しているウイルスを洗い流しましょう。
　・十分な栄養と睡眠で体力を低下させないようにしましょう。
　・咳エチケットを心がけ、他の人にうつさないようにしましょう。
　・罹ったかなと思ったら早めに受診し、適切な治療を受けま
　　しょう。

☆大村市少年センター
　（いじめや不登校などの相談）

０９５７－５３－１０２０　　　平日　８：３０～１７：３０
０８００－２００－２００１ 〃

　　子ども会は、子どもたちに生き ☆親子ホットライン（県教育センター）
　　る力と輝きを育み、体験を通し 　（いじめ、不登校、就学などの相談）
　　て感動が生まれ、輝く夢を与え ０１２９－７２－５３１１　　　平日　９：００～２０：５０
　　る活動を行っています。 ☆県央児童家庭支援センター（ラポールセンター）

　（いじめ、不登校、友達、家庭問題などの親子相談）
　　市子ども会事務局 ０９５７－５５－９４３１　　　平日　９：００～１７：００
　　☎５４－３１６１（市コミセン内） ０１２０－７０－２５２２　　　（子ども専用２４時間）

　第３２回 大村市子ども美術展

◎ 書 の 部

◎ 絵 画 の 部

　　登校しぶりは、悩まずご相談を！

　放虎原小学校放 虎 原

１月　９日（木） 　１月２４日（金）　中地区公民館

　　１９：３０

　　１９：３０

１月　９日（木）　 １月２３日（木）　中地区公民館

　 各地域に子ども会を作り、地域の子どもは
地域全体で見守り育てていきましょう！

地　区　名 　集　合　場　所 　　　時　刻 　　日　程　１ 　　  　日　程　２

西 大 村

中 央

１月１１日（土） 　１月２５日（土）

１月　９日（木） 　１月２３日（木）

　市民交流プラザ

　　１９：００

17:00/19:00三 城

長期休業明けは、どうしても登校を

しぶる子が多くなる傾向があります。

まずは学校に相談し、それでも解

決が難しい場合は、公的な相談機関

に相談してみましょう。

家族や地域で続けていきたいお正月の伝統行事
○七草粥

五節句の一つである「人日（じんじつ）の節句（１月７

日）」に、春の七草を入れたお粥を食べる風習。古来日

本で行われていた「若菜摘み（雪の間から芽を出した若

菜を摘む）」という風習と唐の「人日の節句に七種類の

野菜を入れた汁物を食べる」という習慣が合わさって

「七草粥」が食べられるようになりました。ちなみに、春

の七草は「セリ・ナズナ・ゴギョウ・ハコベラ・ホトケノザ・

スズナ・スズシロ」ですが、覚えてますか。

○鏡開き

歳神様に供えた鏡餅を雑煮やおしるこ

などにして食べ、一家の円満を願う行事。

一般的には１１日に行います。

元々は「具足開き」という武家の風習であった

ため、刃物で切るのは切腹を連想させるので、

手で割ったり、木槌で砕いたりしました。また、「切る」で

はなく、「開く」という縁起の良い言葉を用いています。

お供えしたお餅をぜんざいなどにしていただくという習

慣は続けていきたいですね 。

○鬼火焚き（どんど焼き・左義長）

元日にお迎えした歳神様を火に乗せて天にお返しす

る行事です。 元々は平安時代に宮中で行われていた

小正月に吉書を焼く儀式でした。神社などに、正月のお

飾りや書き初めを持ち寄って焼きます。 「その火で焼い

た餅を食べると、一年間無病息災で過ごせる」「火に当

たると若返る」「書き初めを焼いた炎が高く上がると字

が上手になる」などといわれています。
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１ 月 の

補導巡視

愛の声かけ・巡回活動ありがとうございます

子 ど も 会

作品募集


